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 論文題名 
 
Individualized nutritional treatment for acute stroke patients with malnutrition risk 













低栄養状態の改善が ADL 改善に寄与したという報告はない． 
 今回高齢の急性期脳卒中患者において低栄養リスクがあるものに対し急性期からの個別
の栄養管理を行うことにより ADL 改善を得ることが可能かどうかの前向きランダム化研
究を行うことで，低栄養の改善が ADL 改善に直接寄与するかどうかの検討を行った．                               
                                         
 研究方法   
 




栄養スクリーニングを行い，Malnutrition Universal Screening Tool（以下 MUST）で score 






 機能的自立度評価法（Functional Independence Measure：以下 FIM）は ADL の評価
法の一つであり最も臨床で使用されているものである．プライマリアウトカムは割付時か
ら回復期リハビリテーション病院退院時（退院していない場合は脳卒中発症後 3 か月時点）










イマリアウトカムである合計FIM利得は栄養管理群が有意に高かった（22 vs 42, P=0.02）．
運動FIM利得は有意に改善していたが認知FIM利得に有意差はなかった．しかしMinimal 
Clinically Important Different と比較して運動 FIM 利得，認知 FIM 利得ともに高かった． 
麻痺側、非麻痺側ともに四肢の萎縮は栄養管理群の方が少ない傾向だった．栄養を維持
し四肢の萎縮を防ぐことで運動 FIM の改善に寄与した可能性がある． 
年齢，性別，重症度，体重で調整後の合計 FIM に時間と栄養介入に交互作用があるため，
より早期の介入が有効な可能性がある．                                
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結果の要旨 
 
脳卒中は高次脳機能障害や麻痺等の身体機能障害を生じ，長期間のリハビリ・療養を
要するなど，社会的・経済的に早急な対策が必要とされる疾患である．近年，脳卒中患
者では脳損傷による機能障害のみならず，発症後の嚥下機能障害・摂食障害に伴う低栄
養が身体機能悪化・死亡率上昇に関与することが報告され，この脳梗塞後低栄養状態に
起因する二次的機能障害を予防・改善することが重要であると考えられる． 
 本研究は高齢の急性期脳卒中患者において低栄養リスクがあるものに対し急性期から
の個別の栄養管理を行うことにより ADL 改善を得ることが可能かどうかの前向きラン
ダム化試験を行った．その結果，通常の栄養管理と比較して，患者のリハビリ状況等に
応じた個別の栄養管理を行うことで四肢の萎縮を防ぎ，ADL 改善に寄与することを示し
た．また，ADL が改善することで観察期間中の病院退院率が有意に上昇し，医療費の削
減につながる可能性が示唆された． 
 本研究は今後急性期脳卒中患者に対する栄養管理のエビデンスの一つとなる可能性が
あり，学位論文審査委員会では学位論文として十分な内容であると評価された． 
 
 
